水環境マネジメントの技術（レジュメ）
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福井大学地域環境コース「環境マネジメント」
福井県衛生環境研究センター　　坪内　彰


≪はじめに≫
１．ＰＲ（衛生環境研究センター）
２．環境基準と排出基準

３．水をめぐる歴史
≪水環境≫

１．資源としての水
　(1) 水需要の推移
　(2) 水資源使用率（利用可能水資源量に占める使用水量の割合）

　(3) 水の所有権と使用権
　　・ 表流水（河川・湖沼・海域）　→　 公水＝共有財産

　　・ 地下水　→　私水＝私有財産
　(4) 水利権とは？

　(5) 地下水の用途
　　・ 生活用水、農業用水、工業用水、消雪用水　
　(6) 地下水利用の優先順位？

２．名水百選

　・ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おしょうず),お清水)（大野市六間)
　・ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(うり),瓜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(わり),割)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たき),滝)（旧上中町天徳寺)
　・ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(う),鵜)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せ),瀬)(小浜市白石）

３．おいしい水と福井の水道

４．環境基準と排水基準

　(1) 環境基準（行政目標、環境基本法）
　　　「公共用水域や地下水に適用され、維持されることが望ましい基準」
　　　① 健康項目（有害性あり、一律基準）

　　　② 生活環境項目（有害性なし、類型指定）

　(2) 排水基準（規制基準、水質汚濁防止法）
　　　「工場等の排水に適用され、違反すると事業者に罰則が適用されることもある基準」
５．常時監視
　(1) 公共用水域
　　① 監視体制

　　② 環境基準達成率

　　③ 湖沼の富栄養化
　　　・ 現象：アオコの発生と景観の悪化
　　　・ 原因：閉鎖性水域固有の特性に加え、窒素・燐などの栄養塩類の流入・蓄積

　　　・ 対策：発生源対策､湖沼内対策など
　　　・ 研究：水生植物の浮き礁栽培、底泥からのりん溶出抑制技術の開発

　(2) 工場排水
　　　 立ち入り行政検査
　(3) 地下水

　　　・ 概況調査、汚染井戸周辺地区調査、定期モニタリング調査

６．地下水の汚染
　(1) 地下水汚染はなぜ起こる
　(2) 地下水汚染物質（人為・自然由来）
　(3) 県内の地下水汚染の現状と浄化対策
７．酸性雨

　(1) 本県での調査

　(2) 本県の降雨は？

　(3) 夜叉ヶ池とヤシャゲンゴロウ

８．水管理行政の課題
　(1) 国　内

　　　水の一元的管理体制（「水管理省」の設置など）の不備
　(2)国　際　　

　　　水の寡占化の進展
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